
現行基本方針と事務局改訂案の比較
（第１の柱と第２の柱）

資料10
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＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

平成17年の基本方針の策定に
あたって、 審議会の答申を踏ま
えて策定したことを追記した。

修正①

前回の基本計画改訂（平成
29年3月）以降の使用料改定
（令和2年4月）と、令和6年
度の使用料改定をコロナ禍の影
響で見送ったことについて、追記
した。

修正②

これまでの経緯に関する文言を
整理・時点修正した上で、今回
の改訂に関する項目を分けて表
記した。

修正③
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＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

（該当ページ無し）

これまでの経緯に関する文言を
整理・時点修正した上で、今回
の改訂に関する項目を分けて表
記した。
（※前頁から引き続き）

修正③
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＜事務局改訂案＞＜現行の基本方針＞

事務局改訂案にあわせて、第3
の柱の名称を「減免規定の見直
し」から「柔軟で戦略的な料金
設定・利用方法」に修正した。

修正④

平成29年度改訂にあわせた表
現となっていたことから、文言を修
正した。

修正⑤

事務局改訂案では、第２の柱
について、考え方の転換を伴う見
直しは検討していなかったことから、
大きな修正は行っていない。

(1) 基本ルールについて
⇒現時点の考え方（利用者自
身の利用に係る経費と、施設の
性質別の負担率を掛け合わせる
ことにより、使用料の目安を算出
する）は、考え方としては、明瞭
で市民にも分かりやすいことから、
修正することは考えていない。

補足①
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＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

事務局改訂案では、第２の柱
について、考え方の転換を伴う見
直しは検討していなかったことから、
大きな修正は行っていない。

(2)原価について
⇒平成29年度の改訂時も、
「資本に関する経費」 を原価に
含めることについて、 審議会でも
議論となったが、多くの公共施設
が整備されている多摩市におい
ては、施設の老朽化対応や大
規模修繕などライフサイクルコスト
を見据えながら、コスト計算を行
うべきとの考えから、引き続き 、
資本に関する経費については原
価に含めるものと整理している。
現時点においても、この考え方に
変更はないことから、原価に関す
る表記の修正は行っていない。

補足②

物件費の例を記載した。

修正⑥

5



＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

これまで施設の年間維持経費の
算出方法は、直近３ヶ年度の
実績を行う運用としていたが、基
本方針に書き込まれていなかっ
たので、改訂を機に追記した。

また、コロナ禍など、算出の基礎
数字となる過去の実績が例年と
大幅に乖離していた年度がある
場合は、当該年度の実績を原
価計算から除外できる規定を新
たに追記した。

修正⑦
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＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

補足③
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事務局改訂案では、見直しを検
討していなかったが、
前回審議会のご意見等も踏ま
え、施設の性質別分類・利用者
負担率については、本日、個別
にご審議いただく予定である。

※資料11で「性質別分類に関
する審議」、資料12で「利用者
負担率」に関する審議をしてい
ただく予定である。



＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

平成29年度改訂にあわせた表
現となっていたことから、文言を修
正した。

修正⑨

新設施設の追記等の時点修正
を行った。

修正⑩
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補足③

事務局改訂案では、見直しを検
討していなかったが、
前回審議会のご意見等も踏ま
え、施設の性質別分類・利用者
負担率については、本日、個別
にご審議いただく予定である。

※資料11で「性質別分類に関
する審議」、資料12で「利用者
負担率」に関する審議をしてい
ただく予定である。



＜現行の基本方針＞ ＜事務局改訂案＞

指定管理者導入施設における
利用料金の設定方法について、
これまで記載がなかったことから、
改訂を機に追記する。

修正⑪

基本ルールによらない算定を認
める施設は、あくまでも例外的な
規定であるため、現時点におい
て事務局改訂案では、修正を
行うことを検討していない。

補足④

施設の維持にかかるコスト等を
明らかにし、適切な使用料を負
担していただくことを理解していた
だくための取組みとして、算定の
しくみだけでなく、施設の利用状
況等もあわせて公表するしくみに
改める。

修正⑫

資料9にも記載したとおり、前回
審議会でご意見のあった「キャッ
シュレス決済」の導入促進は、柱
２または柱３等で記載できるか
について、事務局で継続検討さ
せていただく。

補足⑤
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